
■ 大竹地域産業振興センター  様 
 

ア）にぎわい交流ゾ

ーンの候補機能・

施設（案）に対す

る意見・要望 
・観光地に挟まれているので、休憩地として道の駅に立ち寄れる

と良い。 
・道の駅・海の駅として、市の特産品を販売できると良い。 
・道の駅単体では運営が難しいので、他にも色々考えないと将来

的には難しいのではないか。 
・子育て支援ゾーン、レクリエーションゾーンを一体的に活用し

て、道路に接する面に駐車場を配置すれば良いのでは。 
・阿多田島や晴海臨海公園と一体的に考え、連携することを考え

ては。 
イ）提案可能な民間

事業について ・道の駅的な施設ができれば、ぜひ直売所を出店したい。 
ウ）地域への貢献に

対する考え方につ

いて ・レンタサイクルで、小方地区や阿多田島を周遊してもらう仕組

みや、ストーンアートへの誘導などが考えられる。   
エ）本事業への参画

意向 ・道の駅的な施設ができれば、ぜひ直売所を出店したい。 
・地域産業振興センターとしては、１週間に１回程度、直売所に

人を出し、対面販売をしたい。 
オ）事業参画にあた

っての課題・条件 ・特産品の種類数や量の確保に課題がある。 
・道の駅であれば運営組織、施設を任せられる団体を見つける必

要がある。 
・道の駅に来る人だけでなく、製造している商品を外に向けて販

売するなどの努力をしないと経営が成り立たないのでは。 
カ）その他（スケジ

ュール、土地建物

の所有形態等） ・直売所を出店し、販売収入の一部を手数料として事業者に支払

う形態が考えられる。  


